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寺田賢二郎（東北大学）

概要
数値シミュレーションは，土砂崩れや，海底地すべりおよびそれに起因する津波をはじめとする
大規模な災害リスクを評価する定量的・客観的な手段として期待されている．しかし，一般に災害
の空間的規模は大きく，その数値シミュレーションはには莫大な計算コストを要することから，計
算手法の高速化が必須である．本研究で取り組む固相解析の計算負荷の平準化をはじめとする計算
の高効率化および高速化は，災害の状況を詳細に表現するような，スーパーコンピューターによる
大規模 3次元解析の実現に寄与する．2024年度は，固相解析における異なる目的を有するコード群
に対して類似のアルゴリズムを適切に統合し，計算プログラム全体の高速化を行った．また，前年
度に引き続いて固相単体の解析における動的負荷分散の有効性を検証したことに加えて，この手法
を固相・流体相連成解析手法における固相解析プログラムにも実装し，その有効性を確認した．
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2 研究の目的と意義
防災・減災の観点から重要とされる情報が，

どの程度予測可能であるかを定量的に把握する
ことは，適切な災害リスク評価に直結する重要
な課題である．数値シミュレーション技術は，
その高度化および高速化によって災害リスク評
価を可能とする強力なツールであり，今後も防
災・減災の中で重要な役割を担うと期待されて
いる．しかし，土砂崩れ等の斜面災害を対象と
する場合では，空間スケールが大規模になるだ
けでなく，固体および流体，またはそれに準ず
る固体の流動挙動や固相・液相の遷移挙動を再
現する必要があり，その数値シミュレーション
は現象のモデル化，計算精度，計算コストなど
あらゆる面で困難であると言われている．これ
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